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キャンプ場、RV パーク、キャビンレンタルの再開手順：付録 O 

 

ロサンゼルス郡公衆衛生局は、特定の施設が安全に営業を再開できるよう、科学と公衆衛生の専門知識に  

基づく段階的アプローチを試みています。以下の要件は、州衛生担当官命令により、営業再開を許可された 

キャンプ場、 RV パーク及びレンタルキャビンに特化したものです。この種のビジネスは、州知事がこれらの

特定の施設に課す条件に加え、本チェックリストに記載されている条件にも準拠する必要があります。 

本手順における、「世帯」という用語は、「単一の生活単位として一緒に暮らす人」と定義され、寮、フ

ラタニティやソロリティ、修道院、修道院、または住宅介護施設などの組織的な集団生活、及び寄宿、ホ

テル、モーテルなどのような商業生活を含みません。1「スタッフ」という用語は、従業員、ボランティ

ア、インターン、研修生、学者、及び現場で作業を行う他のすべての個人を意味します。「訪問者」また

は「顧客」という用語は、一般の人々、およびビジネスまたはサイトで時間を過ごすスタッフまたは従業

員ではないその他の人々が含まれます。「施設」、「サイト」という用語は両方とも、建物、RV、キャ

ビン、レンタルユニット、敷地、および許可された活動が行われる隣接する建物または敷地を指します。 

注：本文書は、追加情報やリソースが入手され次第更新されることがあるため、定期的にロサンゼルス郡のウ

ェブサイト http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/ にアクセスして、本文書及び関連したガイダンス

が更新されていないかご確認ください。 

本チェックリストの内容： 

(1) 職場に於ける従業員の健康を保護するための方針と実践 

(2) 物理的距離を確保するための措置 

(3) 感染防止対策 

(4) 従業員及び市民とのコミュニケーション 

(5) 重要なサービスへの公平なアクセスを確保するための対策 

施設が再開手順の作成に取り組む際、これら 5 つの重要点を考慮する必要があります。 
 

本ガイダンスの対象となるすべてのキャンプ場、 RV パーク及びキャビンレンタルは、         

以下に記載されているすべての適用可能な対策を実施し、実施されない対策に関しては、             

それが適用されない理由を説明する準備をしておく必要があります。 

 

施設名:  

施設住所:  

 

 
1 Los Angeles County Code, Title 22. §22.14.060 - F. Family definition. (Ord. 2019-0004 § 1, 2019.) 
https://library.municode.com/ca/los_angeles_county/codes/code_of_ordinances?nodeId=TIT22PLZO_DIV2DE_CH22.14DE_22.14.060F 

最新の更新内容：（変更箇所は黄色で強調表示） 

1/28/21：キャンプ場、RV パーク、キャビンのレンタルユニットは、本手順と州のガイダンスに準拠

する場合、宿泊が許可されます。 
 

削除済み－無効 

http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/
https://library.municode.com/ca/los_angeles_county/codes/code_of_ordinances?nodeId=TIT22PLZO_DIV2DE_CH22.14DE_22.14.060F


https://www.dol.gov/agencies/whd/pandemic/ffcra-employee-paid-leave
https://www.gov.ca.gov/wp-content/uploads/2020/05/5.6.20-EO-N-62-20-text.pdf
https://www.gov.ca.gov/wp-content/uploads/2020/05/5.6.20-EO-N-62-20-text.pdf
https://www.labor.ca.gov/coronavirus2019/#chart
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/GuidanceWorkplaceResponse.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/EntryScreening.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/coronavirus/docs/business/EntryScreening.pdf






http://www.publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/protocols/Reopening_OutdoorEquipmentRental.pdf
http://www.publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/protocols/Reopening_OutdoorEquipmentRental.pdf
http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/




http://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/protocols/Reopening_Restaurants.pdf


http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/EntryScreening.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/docs/business/NoticeToCustomers.pdf







	キャンプ場、RVパーク、キャビンレンタルの再開手順：付録 O
	o 家族第一コロナウイルス対策法に基づく従業員の病気休暇の権利、及び州知事令N-62-20に基づく3月19日から7月5日の間に発生したCOVID-19暴露に関わる勤務者の労災補償の権利や労働の推定など、COVID-19関連の従業員の病気休暇との労災補償をサポートする政府のプログラムに関する追加情報を参照すること。
	o 家族第一コロナウイルス対策法に基づく従業員の病気休暇の権利、及び州知事令N-62-20に基づく3月19日から7月5日の間に発生したCOVID-19暴露に関わる勤務者の労災補償の権利や労働の推定など、COVID-19関連の従業員の病気休暇との労災補償をサポートする政府のプログラムに関する追加情報を参照すること。
	❑ 従業員は、キャンプ場のすべてのエリアで、利用者、及び他の従業員から少なくとも6フィートの距離を維持するように指示されている。従業員は、顧客の援助のために必要な場合、またはその他の必要な場合に、一時的に他者に近づくことができる。
	o トイレ     _____________________________________________________________________
	o その他  ______________________________________________________________________
	_____________________________________________________________________________________________
	_____________________________________________________________________________________________
	❑ 従業員は頻繁に手を洗うことを指示されている。
	❑ スタッフの欠勤を監視し、可能であれば、訓練を受けた補填用従業員の名簿を保有する。
	❑ オプション - その他の対策の説明
	_____________________________________________________________________________________________
	❑ 従業員と利用者の間で少なくとも6フィートの物理的距離を確保するための対策を講じる。これには、店舗、ロビー、受付エリア、またはビジターセンターに置けるスタッフと利用者の間の透明プラスチック板（プレキシ素材）の仕切りの設置や、立ち位置または列を作る場所を利用者に示すための視覚的な目印の使用が含まれる。また、給水ステーション、RVダンプステーション、プロパン給油ステーション、及びその他の同様のサービス場所を使用する順番を待つ際に、必要に応じて視覚的または口頭による案内をして、利用者に立つ場所を指示する。
	❑ スタッフは、握手、拳や肘を突き合わせる、及びその他の身体的接触を避けるよう指示されている。
	❑ 運営者は、人々が集まりそうな場所を監視し、物理的距離やその他のガイドラインが遵守されていることを確認する。これらのエリアには、水泳エリア、運動場、スケートパーク、ハイキングコースの入り口、人気のある日常利用者エリア、ピクニックエリアなどがある。
	❑ バスケットボール、テニス、バレーボールのコート、クライミング施設、遊び場は引き続き閉鎖する。
	❑ 管理されている屋外アクティビティを有料で提供する施設の場合、施設の利用者数を制限する予約システムの実装を検討する。
	❑ キャンプ場やRVパークへの到着した利用者に対するリモートチェックインの実装を検討する。公園の入り口に標識を掲示して、例えば、利用者は登録エリアに入るのではなく連絡先の電話番号をリストに記載するなど、到着時に利用者が取るべき行動について通知する。可能であれば、オンライン決済、オンサイト支払ステーション、クレジットカード決済、または電話での支払いの利用が推奨される。
	❑ リモートチェックインが不可能な場合は、可能であれば外で利用者のチェックインを行い、領収書はメールで送信する。必要に応じて、物理的距離要件に従い、到着時に利用者を直接施設にエスコートまたは案内する。同一世帯のみが各キャンプ場またはレンタルユニットを占有することができる。未登録の利用者はキャンプ場またはRVパークへの立ち入りは許可されない。
	❑ 薪、食料品、またはその他の商品を含む品物を商店から事前購入し、スタッフが利用者のキャンプ地またはキャンピングカーにその品物を届ける手順の実施を検討する。
	❑ パビリオン、共同の囲炉裏、公共のキャンプキッチン、野外劇場など、集会やグループ行動を目的とした屋外スペースは、引き続き閉鎖している。すべてのベンチ、共用エリアのピクニックテーブル、及び複数人用の座席（キャンプファイヤー周囲の座席を含む）を除去、分離、閉鎖の標識を掲示、テープを貼るなどして、利用者が集まらないようにする。
	❑ グループ用キャンプファイヤー、グループ用キャンプ場、野外劇場でのプレゼンテーション、音楽やその他の公演やイベントを含むすべての公共イベントや集会は、キャンセルまたは延期する。
	❑ 通常は世帯グループのみを収容するような小規模なピクニックシェルターは、物理的距離に関連する制限（たとえば、一度に一世帯に使用を制限する）を実施することにより引き続き公開できる。
	❑ キャンプ場とRVパークの現場の評価を行い、物理的距離を確保するために公園の収容人数を減らして運営する必要があるかどうかを判断する。
	❑ 運営者は、州のガイドラインでまだ推奨されていない活動を含む、より高リスクの活動が自身の所有地で行われていないことを確認するための措置を講じている。
	❑ レクリエーション機器をレンタル及び貸与するためのプロセスを評価し、そのような業務を再開するための十分なスタッフ能力と利用可能な洗浄及び消毒用品があるかどうかを判断する。詳細については、屋外機器のレンタルに関する郡のガイダンスを参照する。
	❑ 必要に応じて、屋外のレクリエーション活動を変更して、適切な洗浄及び消毒手順を実装できるようにする。
	❑ アーチェリー、テニス、ハイキングコースなどのさまざまな野外活動については、郡のウェブサイトhttp://www.ph.lacounty.gov/media/Coronavirus/にあるガイドラインに従い、適切な感染防止と物理的距離措置が遵守されていることを確認する。
	❑ ライフジャケット、ウェットスーツ、綿製のリードロープ、サドルバッグ、バックパックなどの「ソフトグッズ」の洗浄と消毒には、特に課題がある。このような用具は、COVID-19感染のリスクを最小限に抑えるために、効果的な洗浄手順を取る、または別の人が使用する前に少なくとも3日間の十分な「ダウンタイム」を取れるようにするために十分な在庫の量が必要となる。
	❑ 異なる世帯の人々の間の距離が6フィート未満になる濃厚接触を必要とする接触率の高いプログラム及びスポーツは、一時停止する。これには、グループスポーツイベント、ピックアップバスケットボール、学内スポーツ活動、レース、ダンスなどの活動が含まれる。
	❑ 接触の多い屋外レクリエーション活動は世帯単位に制限する。これにはボートのレンタル、ロープコース、クライミングウォールが含まれる。 キャンプ場やRVパークでは、自然観察ハイキング、夜間映画鑑賞、ミニゴルフ、ジオキャッシング、スカベンジャーハント、またはその他のアクティビティを、物理的距離を維持する方法で世帯単位で利用できるかどうかを検討する。
	❑ 利用者にヘルメット、ギア、防護服、救命胴衣、その他のアイテムを装着する場合、スタッフは物理的距離を確保する。可能であれば、スタッフは物理的距離を維持せずに利用者への装着を手伝うのではなく、用具の適切な装着方法をデモンストレーションして示す。
	❑ 公衆トイレは一日を通して清掃・消毒する。キャンプ場、RVパーク、またはレクリエーションエリアの最大収容人数は、公園の運営者が維持でき、物理的距離要件を満たすことのできる完全に稼働しているトイレの数に基づく必要がある。
	❑ 共有トイレ施設は、EPA登録消毒剤を使用して一日を通して毎時間清掃する。蛇口、トイレ、ドアノブ、電灯のスイッチなどの頻繁に触れる物の表面は、頻繁に清掃・消毒する。従業員は、Cal / OSHAの要件に従って新しい製品の危険性と適切な使用についてトレーニングを受け、使用中の特定の洗浄剤に必要な防護具（眼の保護具や手袋など）が提供されている。
	❑ 公開しているすべてのトイレ施設の清掃スケジュールを作成して掲示する。ドアの正面に清掃スケジュールを掲示し、利用者のトイレ利用可・不可を通知する。清掃及び消毒中は、必ずトイレを閉鎖する。
	❑ チェックリストまたは監査システムを使用して、清掃の実施頻度を記録することを検討する。
	❑ 仕切りが設置されている場合、または物理的距離要件を指示する標識が掲示されている場合に限り、シャワールームの使用が許可される。仕切りまたは適切な距離の確保が不可能な場合、これらの施設は引き続き閉鎖される。
	❑ 衛生設備が継続して稼働し、常に継続的な在庫が確保されるようにする。必要に応じて、追加の石鹸、ペーパータオル、手指消毒剤を用意する。 可能であれば、モーションセンサーシンク、蛇口、ソープディスペンサー、消毒剤ディスペンサー、ペーパータオルディスペンサーなどのハンズフリーデバイスを設置する。
	❑ 複数の便房があるトイレのドアは、ドアノブに触れることなく開閉できるようにする。ドアノブまたはドア開閉装置に手で触れないとドアを開けられない場合は、ドアにつっかえをして開けておくか、ドアの近くにゴミ箱を置くなどして、ドアを操作するときにペーパータオルを簡単に廃棄できるようにする。廃棄物入れの場所と位置は、出口、避難口、緊急設備、または米国障害者法に基づいて定義される合理的な設備に抵触してはならない。 ゴミ箱は定期的に空にする。
	❑ キャンプ場、RVパーク、屋外レクリエーションの利用者に、洗面台が感染源になる可能性があることを説明し、歯ブラシやその他のアイテムをカウンターの表面に直接置かないよう指示をする。トイレ内の他の表面との接触を制限するために、身の回り品用にトートバッグを使用することもできる。
	❑ キャンプ場とRVパークの管理者は、トイレとシャワー・入浴設備を装備したキャンピングカーに滞在するゲストは、可能であれば共有施設ではなく、自分の施設を使用するように推奨する。
	❑ トイレ内の標識を含め、適切な手洗い方法についての情報を提供する。
	❑ 現在、屋外プールのみ再開が許可されている。ただし、規制されたラップスイミング（各レーン1名の水泳者）にのみ使用できます。
	❑ サウナ、スチームルーム、ホットタブは引き続き閉鎖される。
	❑ 適切な消毒剤レベル（100万分の1〜10 ppmの遊離塩素または3〜8 ppmの臭素）及びpH（7.2〜8）を維持する。
	❑ 水泳施設を設計した会社または技術者に相談して、どのEPA承認の消毒剤が施設に最適かを判断する。子供の手の届かない場所での製品の安全な保管を含め、消毒剤の安全かつ正しい使用と保管を行う。
	❑ 利用者に自分のタオルを持参して使用することを推奨する。タオルを提供する場合は、製造元の指示に従って、タオルと衣類を洗濯する。最も適切な水温を使用し、アイテムを完全に乾燥させる。タオルは使い捨ての手袋を着用して取り扱い、タオルを振るなど余計な作業を最小限に抑える。
	❑ プールサイドのレイアウトを変更して、立ち見席及び座席エリアでは、物理的距離が確保できるようにする。 これには、椅子の除去や、使用を妨げるためのテープの貼付が含まれる。
	❑ 可能であれば、スタッフと顧客がやり取りしなければならない場所や、物理手距離の確保が困難な場所には、透明プラスチック板（プレキシ素材）などの不透過性の物理的仕切りを設置する。
	❑ 水泳施設での、グループの集まりを促進するような活動は避ける。
	❑ キャビンや他のレンタルユニットを備えたキャンプ場やRVパークでは、各使用ごとにこれらのエリアを適切な手順に基づいて清掃及び消毒する。 これには、ベッドの手すり、テーブル、テレビのリモコン、ヘッドボード、カウンター、台所用品、冷蔵庫の取っ手、コンロのつまみ、鏡、その他のアイテムの拭き取りと清掃が含まれる。
	❑ 未使用のように見えるアイテムを含め、すべてのリネンは、各利用者の滞在のごとに取り外して洗濯する。 レンタルユニットの寝具、タオル、その他の洗濯物を掃除する際、汚れた洗濯物を扱うスタッフは使い捨ての手袋を着用し、使用後これを廃棄する。手袋を外した直後は、石鹸で手を洗うか、消毒剤を使用する。レンタルユニットに余分なリネンを保管しない。これらのアイテムは、要求があった場合にのみ提供する。
	❑ 汚れた洗濯物を振らない。これにより、ウイルスが空気中に拡散する可能性が最小限に抑えられる。製造元の指示に従って、必要に応じてアイテムを洗濯する。可能であれば、アイテムに最も適した温水設定を使用してアイテムを洗濯し、アイテムを完全に乾燥させる。上記の頻繁に触れる物の表面に関するガイダンスに従って、洗濯物入れを清掃・消毒する。可能であれば、毎回使用後に廃棄できる使い捨て、または洗濯できるバッグライナーの設置を検討する。
	❑ 鍋、フライパン、調理器具などのキッチン用品は、各利用者の滞在ごとに可能であれば食器洗い機を用いて石鹸とお湯で完全に洗浄する。 到着時に各利用者に適切な食器用洗剤と新品のスポンジを提供する。可能であれば、調理器具を使い捨て食器に置き換えることを検討する。
	❑ 利用者がチェックアウトしてから、レンタルユニットを含むキャンプ場が所有する宿泊施設を掃除する前に、24時間待機することを検討する。
	❑ 会議やミーティングを含む大規模な集会を目的としたレンタルユニットは、そのような運営が再開できるまでは公開しない。
	❑ 飲食物と食事に関する指示については、レストランに関する公衆衛生局ガイダンスに従う。
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